
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

８２６１１

基盤研究(C)（一般）

2016～2014

経頭蓋直流刺激による統合失調症の認知機能の改善：脳機能画像による反応予測法の開発

Effect of transcranial direct current stimulation on cognitive function in 
schizophrenia

８０２８６０６２研究者番号：

住吉　太幹（Sumiyoshi, Tomiki）

国立研究開発法人国立精神・神経医療研究センター・トランスレーショナル・メディカルセンター・部長

研究期間：

２６４６１７６１

平成 年 月 日現在２９   ６ １３

円     3,700,000

研究成果の概要（和文）： 本研究では、経頭蓋直流刺激(tDCS, ニューロモデュレーション)の統合失調症の認
知機能に対する効果を調べた。対象は統合失調症患者28名で、本研究の目的、内容を理解し、参加への同意を得
た。本研究は、国立精神・神経医療研究センター倫理委員会の承認を得て行われた。tDCSは、Soterix Medical
社製の機種を用い、左側前頭部と右側前頭部に置いた電極を通じ、2 mAの強度を一回20分、一日２回x５日行っ
た。tDCS施行前、および最終刺激終了から1ヵ月後に、認知機能および精神病症状の評価を行った。結果とし
て、tDCS反復施行により、統合失調症患者の認知機能障害が軽減した。

研究成果の概要（英文）：This study investigated the effect of transcranial direct current 
stimulation on cognitive function in schizophrenia. Subjects were patients with schizophrenia who 
consented to participate in the study that was approved by Ethical Committee of NCNP. A tDCS 
apparatus of Soterix Medical Co.Ltd was used to stimulate the brain through electrodes place on left
 and right frontal cortex for 20 min, twice daily for 5 days. Cognition and psychotic symptoms were 
assessed before the stimulation and one month after the last stimulation. Repeated administration of
 tDCS was found to alleviate cognitive disturbances of patients with schizophrenia.

研究分野： 生物学的精神医学
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１．研究開始当初の背景 
統合失調症患者では、記憶、実行（遂行）

機能、語流暢性、注意、処理速度などを反映
する神経心理学的検査成績が、健常者と比べ
1-2 標準偏差程度低下する。この統合失調症
の認知機能障害は、社会機能を含む転帰・予
後と強く関連し、同疾患の治療における重要
なターゲットである。 
こうした中、主要な認知機能領域を包括する
国際標準レベルの神経認知検査バッテリー
が開発された。 MATRICS Comprehensive 
Cognitive Battery (MCCB), CogState 
Schizophrenia Battery, Brief Assessment of 
Cognition in Schizophrenia (BACS)がその代表
例で、それらの日本語版(MCCB-J, CSSB-J, 
BACS-J) を申請者らは開発した (Kaneda, 
Sumiyoshi et al. Psychiatry Clin Neurosci 2007; 
Yoshida,…Sumiyoshi et al. PLoS ONE 2011; 
Kaneda,…Sumiyoshi et al. Psychiatry Clin 
Neurosci 2013)。 
 
２．研究の目的 
 すでに抗精神病薬で治療中の統合失調症
患者に tDCS を施行し、その前後で申請者ら
がこれまで開発してきた神経心理学的バッ
テリー等を用い、認知機能が改善するか測定
する。さらに、統合失調症に特徴的な陽性症
状（幻覚、妄想など）や陰性症状（感情の平
板化、引きこもりなど）に対する tDCS の効
果を調べる。 
 
３．研究の方法 
 対象は DSM-Ⅳ-TR にて統合失調症と診

断された患者 28 名とした。被検者には本試験
の目的、内容を説明し、試験への参加の同意
を文書で得た。なお、本研究は国立精神・神
経医療研究センター倫理委員会の承認を得て
行われた。 
tDCS 施行 
【介入器具】 

Soterix Medical 社 1x1 Transcranial Direct 
Current Low-Intensity Stimulator Model 
1300A 

【介入方法】 
・ 電極設置部位 

アノード：左 DLPFC（F3）、 
カソード：右前頭部 

・電極サイズ 
たて 5 cm x 横 7cm (35 cm2) 

・刺激強度  
2 mA 

・ 刺激頻度 

一日 2 回ｘ5 日（連続）。 
・ 刺激時間 

1 回 20 分 
・ 期間 

以下時およびその 1 ヵ月後にフォローア
ップ 
 

・ ベースラインおよびフォローアップ時に
以下の評価を行った。 

 認知機能 
・BACS-J 

 精神病評価尺度 
Positive and Negative Syndrome Scale

（PANSS） 
 
４．研究成果 
 患者の年齢[平均(標準偏差)]、発症年齢、罹
病期間、服薬量（クロルプロマジン換算）は、
40.9 (9.8)年、23.6(6.7) 歳、17.3 (9.9)年、889 
(587) mg/日であった。 
 tDCS 施行により、BACS の要約得点
(p<0.001, ES=0.49)、および PANSS の陽性症
状尺度(p=0.029, ES=0.48)および総合病理尺
度(p=0.027, ES=0.50)得点が有意に改善した。 
 結論として、統合失調症患者の認知機能障
害が、tDCS の反復施行により改善すること
が示された。 
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